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山北町谷峨周辺の安山岩岩脈中に産する

斜長石の産状と屈折率による分類

寺島靖 夫

Occurrence of Feldspars in Andesite Dikes from Yaga District, Yamakita-machi 

and their Classification by the R巴fractiveIndices 

Yasuo TERASHIMA 

御殿場線谷峨駅の近くには足柄層群の砂岩 ・l際岩を

貫く安山岩の岩脈が何本か見られる。これらの岩脈に

は輝石や角閃石 ・斜長石などの鉱物の斑品が含まれて

おり，上手に割るとされいな結晶を母岩から分離する

ことが出来る。比較的大きな結晶が得られること，交

通の使が良いことなどから東京近郊の代表的鉱物産地

の一つに数えられており ，桜井欽一，加藤｜沼岡博士共

著：になる 「鉱物採集の旅，関東地方とその周辺」（築

地書館刊〉に場所や産状が詳しく紹介されてし唱。

筆者は昭和32年頃，桜井先生の御指導のもと無名会

内で同年代の有志と神奈川県下の鉱物調査を行ない，

その一環として，昭和35年，当時，東京大学教養学部

地学教室，堀福太郎教授の御指導を受けて，同じく当

時教養学部学生だった島崎英彦氏 （現東京大学l＼日学部

地質学教室助教授〉と， この士山のが｜長石の原折率古Ill定

をしたが， 発表の機会のないまま今日に到った。

此度，今永勇先生のお薦めにより， 当時の記録をま

とめてみた。御指導いただきま した桜井博士，明教

授，資料発表を快くお許し下さった島崎助教授に心か

ら感謝いたします。

産状

測定に用いた斜長石は次の3個所より採集した（図

1〕。

A 谷｜！殴駅よりl主｜道246号線を山北に向い， 徒歩15

分程の御殿場線トンネノレすくすよの崖より採集したもの

で，現在， この主主はコンクリの吹付けがなされていて

採集出来ないが， トンネノレに入る手前の御殿場線鉄矯

下の河原に同じ岩脈が露出している。 この岩脈中には

斜長石が多数入っており， 1 cm位の自形結品が得られ

る。結晶面は淡い黄灰白色で， B(010）面，次いでC

〔001)' y (201）が発達した直方体じ近い結晶を示す

ものが多く， m (110〕，n(021〕などの而もよくみら

れる。この形の結晶はB面上にペリクリン双品を示す

屈曲がみられることが多い。カーノレパッド双品や，更

に複雑な双品を示す個体も採集したが，その結晶形態

の解明は今後の検討を待つこととする。

B 国道246号線から畑沢に沿って畑部落に向う道
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測定方法は，サンプノレを乳鉢にて磨り潰し，これを

少量スライドグラス上にとる。カバーグラスに浸液を

つけスライドグラスにかぶせる。これを鏡下におき，

クロスニコノレにより消光している個体を見つける。次

にニコノレをはずし，絞りを一杯に絞ってこの個体を観

察する。個体のii愉郭に沿って黄色に輝く線， ベッケ線

がみつかる。このベッケ線は焦点を上下させると個体

の内から外，又は外から内へ移動する。焦点を上げた

ときにベッケ線が個体の外から内に移動すれば，個体

の屈折率は浸液よ りも高いことになり ，内から外に移

動すれば浸液の方が高いことを意味する。

同一個体につき，回転台をまわして次に消光する場

所（90°回転した所〉で同様な操作を行ない， 2方向

の測定結果を周折率の高い方の記号で，個体が高い場

合をM，浸液が高い場合を Lとして，MM,ML, L 

Lの様に記録する。

1つの浸液について10個体くらL、について観察をし

たら屈折率を少しづっ変えた浸液を使って順次測定を

行なう。視野の中の個体が全てMMになる値から全て

L Lになる値までの問で前述の操作を行ない，その結

を200m程入った右手の崖に，幅2m｛立の岩脈があり

美しい輝石の結晶を産する。輝石が目立つため，他の

鉱物は見すごされてしまうが，この岩脈中にも量はわ

ずかだが斜長石が産する。淡い黄色で大きさは lC皿に

達するものもあるが，結晶は脆く自形結晶の分間住は困

難である。

c 輝石産地より畑沢に沿って 1km位遡り， 畑部落
手前右側に幅4m{J'Iの岩脈があり多量の斜長石の斑品

が入っている。大きさは2～3%のものが多いが，大

きいものは 5%に達する。表面は淡黄灰白色で，A産

地と同様， 直方体でベリクリン双品を示すものが多

く，カーノレスパッド双晶を示すものもみられる。

屈折率の測定

上記，AB C産地の斜長石の屈折率を浸液法によ り

測定し，次のような値を得た。
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果から次のようにして3方向の屈折率α・/3.rを求
める。

a MMのみ認められる浸液の中で一番屈折率の高

B産地産

α 1, 573 .... ・..・・・・・・0・・An 9196 

/3 l, 579・… － ・・・・ ・An 90% 
L、ものよ りも高く，MLが最初にあらわれるもの r 1, 585・・・・ ・・・・・An 91% 

よりも低い。 平均 An 91% 

/3 MMとMLが認められる浸液で一番高いものよ C産地産

りも高く， MLとLLが認められる液で一番低い α l, 573・ ・.....a…・An 91% 

ものよ りも低L、o f3 l, 577・・…－・・…・ー・An 869杉

r M LとLLが認められる浸液で一番高いものよ r 1, 583・・・… ・・・・・・・・・An 87% 
りも高く，最初にLLのみが認められるものより 平均 An 88% 

も低い。 谷峨周辺の安山岩々脈中に産する斜長石は，灰長石

斜長石の成分分類と屈折率 成分9096近辺の成分を有してし唱。C産地のものは亜

斜長石は曹長石（NaAl Si3 Os）と灰長石（CaAh 灰長石に，B産地のものは灰長石に分類出来るが， A

Si2 Os）を端成分とする固溶体で，成分により ，その 産地のものは正に境界線上にあり どちらとも云い得る

中間物にも灰曹長石 ・中｜生長石 ・曹灰長石 ・亜灰長石 が，産l:I:＼の稀なill!:灰長石の方を採用することを提楽し

等の名称が与えられている。そして，その成分により たL、。

屈折率も表の如くわずかづっ変化している。

結 論

文献

FoRn, W. E. 1932 Dana’s Text Book of Mineralogy 

ed 4. 

測定により得られた屈折率を表にあてはめてみると CHAYES, F. 1952 Relations b巴tween Composition 

次のとおりとなった。（測定誤差土0.002〕 and Indices of Refraction in Natural 

A産地産 Plagioclase. American Journal of Sci-

a l, 572・・・・ーー ・・・An 8996 巴nce, Bowen Volume. 

/3 l, 578・・ー…......An 8896 桜井欽一 ・加藤昭 1972 鉱物採集の旅関東地方

r 1, 586・・・・・・ e・・・・An 93勿 とその周辺 155pp, 

平均 An 90勿 （横浜市戸塚区上柏尾町531-11)

101 


